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数年来に渡る新型コロナウイルス感染症

の影響に加え、ロシアによるウクライナ侵攻

や、原油価格・物価の高騰、記録的な円安な

ど、国際情勢が大きく変化する中で、私たち

の社会生活も厳しい状況に直面しています。

このことは、会員のみならず、発注者におい

てもその影響は計り知れず、シルバー人材セ

ンターにおける受注件数や契約金額にもその

影響が及ぶものと苦慮しております。 

また今年度は、最低賃金や諸物価の値上げ、

10 月に施行されるインボイス制度に対応す

るものとして、３年ぶりの業務単価の引き上

げを行い、発注者に対して更なる負担をお願

いすることとなりました。 

 しかしながら、人口減少、少子高齢化が進

行する我が国においては、より多くの高齢者

がその能力を最大限に活かし、地域社会の活

性化の一翼を担うものとして、シルバー人材

センターの存在価値の重要性はますます高ま

るものと考えております。 

 そのためには、会員一人一人の就業への取 

 

 

 

り組む姿勢と、心構え、日頃の能力育成が必

要です。 

 応対に必要なマナーを守り、誠意ある態度 

で接し、早く、正確に、きれいに就業するこ 

とができれば、お客様に喜びと安心を与えら 

れるとともに、好感と信頼を得られることに

つながります。特に、あいさつ、言葉づかい

は人間関係の基本です。相手を思いやる言葉

づかいや、さわやかなあいさつは、お客様や

利用者に対し好印象を与え、シルバー人材セ

ンターに対する信頼につながります。 

また、シルバー事業の基本理念の一つであ

る安全就業については、事故発生件数が一向

に減ることなく、草刈り作業や剪定作業での

損害賠償事故・傷害事故が多発している状況

です。 

事故は「他人ごと」ではなく「自らのこと」

として認識し、安全意識の徹底をお願いしま

す。 

 センターが高齢者の受け皿としての機能を

十分果たし、『社会の支え手』として実践でき

ますよう会員皆様のご協力をお願いします。 

会員数       1, 041 人  

男  性         694 人  

女  性         347 人 

    (4 月 20 日現在)                               



 

（2）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）5月 5日 第 337号 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
  

 

傷害保険の種類と保険金 

保険金の種類 令和５年度 

死亡・後遺障害 

保険金 
600 万円 

入院保険金 

（1 日） 
4,000 円 

通院保険金 

（1 回） 
2,000 円 

 

会報９月号の数独の正解 

９＋１＋８＝１８ 

令和５年度シルバー保険のお知らせ 

（傷害保険・賠償責任保険） 
 
☆保険期間 令和５年５月１日㈪    

～令和６年５月１日㈬  

☆年間傷害保険料 １，４７０円（１人） 

  保険料は、令和４年度と同額です。 

今後も、補償内容を変更することなく、

皆さんの負担が低額となるように毎年保

険会社（代理店）と交渉して参ります。 

保険料及び補償内容が変動となった場

合は、会報紙に掲載いたします。 

※保険適用となる事故が多発しますと、次

年度の保険料が、高額となる場合があり

ます。    
☆保険金額 

【傷害保険】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※入院・通院の給付日数には限度があり、

保険会社の査定によります。 
 
【賠償責任保険】 

 対人・対物共通 

   １事故につき １億円 

※その他各種特約が付加されています。 
 
（注）なお１万円までは、会員による実費負

担となります。 

また、すべての事故が保険適用とは限り

ません。保険対応出来ない事故については

全額会員個人負担となります。事故を起こ

さないよう十分注意して就業しましょう。 

令和４年度ヒヤリハット事例抜粋 

◇駐輪場内で駐輪枠をはみ出た自転車に接触

し利用者が転倒しヒヤリとしたが、転んだ

だけでケガはなかった。 

      （神 山）今 井 一 敏 

◇小雨が降って薄暗い時間、帰宅のため自転

車で信号のある交差点を渡ろうとしたと

き何か光るものが目に入りハットしてス

ピードを落としました。それは自転車の車

輪で、電気で光っていたので分かりました。

年配者になると地味な服装になり夕暮れ

に溶け込んでしまいます。一部で良いので

目に付くようにしたいと思いました。 

      （大 和）岩 田 訓 子 

◇就業場所へ行くため信号のない交差点を通

過しようとした時のことです。私が直進で

道路を走行中、左側の止まれでバイクが止

まりました。バイクは左だけ見て右は見な

いまま出てきました。私の車には気付かず

ハットして両者とも急ブレーキ何とか止

まってヒヤリ、バイクは「ゴメンゴメン」

と言って去って行きました。 

      （朝 日）山 田 敏 子 
 
 こうした事例を参考に安全就業に役立てて

ください。 

  

 

８ ３ ４ ６ ７ １ ２ ９ ５ 

７ ５ １ ２ ９ ３ ８ ６ ４ 

２ ９ ６ ５ ４ ８ １ ７ ３ 

１ ４ ５ ７ ２ ９ ３ ８ ６ 

６ ８ ２ ４ ３ ５ ７ １ ９ 

３ ７ ９ １ ８ ６ ５ ４ ２ 

９ １ ７ ３ ６ ２ ４ ５ ８ 

５ ２ ８ ９ １ ４ ６ ３ ７ 

４ ６ ３ ８ ５ ７ ９ ２ １ 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）5月 5日 第 337号 

就業報告書（５月分）の提出は６月２日 ㈮ までにお願いします。 
 

 

 

 

 

一宮市役所新庁舎建設に伴い、庁舎西側

に移転した「葵公園」。もともと、「新柳公

園」という名でしたが、当地「本町２丁目」

が家康ゆかりの「葵町」という地名であっ

たことから、市民の要望で「葵公園」の名

がつけられました。 

「葵」とは徳川家の葵の御紋と思われま

すが、家康とどんな関係があるのでしょう

か。それは、関ヶ原の戦いの２日前の慶長

５年（１６００）年９月 13日までさかのぼ

ります。 

清須を出立した家康は一宮に入り、佐分

五郎兵衛清政の屋敷で休憩し、真清田神社

で戦勝を祈願したそうです。その際に、清

政の弟が屋敷の藪中から、旗竿にする竹を

とってきて、家康に献上しました。それが

よほど良い竹だったのか、げんかつぎなの

か、家康はその後の大坂冬の陣に出陣する

際にも、ここで旗竹を受け取ったと記録 

(典拠「一宮市史(上巻・下巻)，「真清田神

社史」) にあります。 

佐分清政と家康の関係はかなり親しい

ものだったらしく、佐分氏の屋敷跡には、 
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今回（20回目)ご紹介するのは、名岐バ

イパスを一宮から岐阜方向に進み、大毛西

の交差点を右折（江南方面）し、県道１７

５号線を道なりに約３㎞行った大日比野

の交差点を超えて 50ｍ位先の右側（浅井

町大日比野蛹野）にある「カフェレスト 

マリー」のモーニングです。 

こぢんまりとした家庭的な店内で、コー
ヒーなどの飲み物に、トースト（バターと
イチゴジャム）またはサンドイッチ、サラ 

 ダ、茶碗蒸しが付いて３８０円（税込）～ 

 

 

 
 
家康が鑑賞した（手植えしたとする説も） 

ヤブツバキの巨木があったそうです。その 

場所は『尾張名所図会』にも「佐分氏宅 御 

旗竿藪」「御殿跡 大椿」と記されているほ 

どです。 

そんな縁により、本町２丁目には「御藪町」 

「椿町」「御朱印地町」がつけられ、そのう 

ち「御藪町」「椿町」が合併して、徳川家の 

葵の御紋と思われる「葵町」になり、昭和 

48年には「葵町」「御朱印地町」の名は消 

えて、「本町２丁目」となったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

となっており、納得のモーニングです。 

モーニングタイムは、午前７時から 11時 

までで、休みは金曜日の午後と、不定休の 

休みが水曜日または土曜日の午後。 

 

 

 

 

 

 

家康ゆかりの地「葵公園」 

一宮市役所西側にある「葵公園」 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 5年（2023年）5月 5日 第 337号 

 

◎注意・シルバー本部が

移転しました 

 本部は、ききょう会館

３階（音羽一丁 

目５- 1
7 ）へ４月１日

㈯に移転しました。 
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新入会員の紹介 （４月３日～４月 19日） 

(貴船)松本鉄夫・葛谷茂子（神山）井口節子（葉栗）川瀬節子（西成）日比野あさ子・相馬冨美子・後藤

守・畑守 隆・三ツ川 実・小島 明・田中 栄・加藤久幸（浅井）林 潮美・高倉守夫（今伊勢）浅野富江・

今枝 進(奥）伴野光邦・小松 渉（北方）飯田 豊(大和）春名和恵・杉野吉伸・鬼頭政彦（萩原）森 憲司・

野田凌子（起）堀内孝美（小信）安井一夫・栗木日出夫（朝日）鵜飼義徳（木曽川）島津 登・木股政三                                                                                                       

30名 
 

退会者の紹介（３月 21日～４月 20日受付分） 

(宮西)伴 卓三（神山）土屋賢二（向山）野崎 晃（富士）山田澄枝（葉栗）三輪敬則・野々垣久枝・鵜飼 

逕・河野淳三・村本恭子（西成）村上清美（丹陽）花村すゑ子・田中賢二郎・佐野正和・大島正啓（浅井）

松岡昌子・森 和美・浅井明夫・丹羽勝美・尾関清美・鈴木雄一・岡上峰春（北方）石田洋子・菅又光益・

福﨑利秀（大和）桐山邦弘・前田 明・佐竹豊子・宮田清子・戸田吉彦・野村浩一・立石いつ子・長谷川

百里子・坂井孝吉・山田 幸（今伊勢）則武いづみ・小出房子（奥）平野利春・栗原新次・大竹外夫・入

山敏明・森 朱美（千秋）長谷川節夫・宮内良樹・西脇一子 (開明)犬飼仁一・鈴木博也（三条）間所孝雄・

平松義章・田中隆弘（小信）加藤諦光（大徳）小川藤夫（朝日）加藤健一（木曽川）寺西洋二・神辺俊宏・

栗本荘司・次松節夫・大谷孝子・松野弘一                       58名 
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自
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車
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自
転
車
保
険
加
入
義
務
化
に
伴
い
、
加
入
希

望
の
方
は
本
部
・
各
支
部
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
有
り
ま
す
。 


